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置かれ，世界各地で行れてるる此の種の観測結果は一慮悉く此の天文墓のラル
フ教授の許に集められるこSになってみる。
　「天文通報」は今も爾月刊されてるて，それにはうルフア氏自身の観測結果が
嚢表されるが，そればかりでなく，近頃は，此所が中央局の姓質上，他所の観
測結果も此の中に獲表されるこεが少なくない。
　しかし，躍に天文家の側からばかりでなく，一般に氣象尋者や地球物理學者
の要求が多くなって來たがtcめ，此のヲルフア氏の太陽黒鮎相国撒は，短月の
軍均値が，可なり以前からMeteoエQbgische　Zeitschエiftの中に獲表されてみる。
しかるに，かの穴部大戦七十，此の猫懊系の羅誌が一般には容易に手に入りに
くxなつkものだから，1920年からは米國で登行するTerrestrial　Maguetiミ111
and　Atmospheric　Electricity　εいふ難誌の中にも此のヲルフア氏の相i封撒が｛菱
表されるこεNなつナこ。一一しかし此うして毎年の甦誌に定期的に養表される
ものは相即敷の躍なる李均値であって，言はs’暫定的のものである。前述の如
く，前後十三ケ月の値を李均して得る最終相封籔は五年又は十年毎ぐらみに総
質的に纒められて，ヲルフア氏によって登表される。
　第115頁の第一表はラルフ・テルフア墜下の太陽草津相軍糧を表はす。此
は最：i逓にラルフア氏がTerrestrial　Maguetism　alld　Atmospheric　Electricityの第
三十巻第二號に嚢表したものであって，皆，毎月の観測李層相饗数である。19
24年12月までの分が載ってみる。こ判こ最終相月歎を出さないで，むしろ観測
卒均田断藪を畠した理由は，之れさへあれば上記の計算法で最終相単数は容易
に算出し得られるものであるし，叉，此の李均型幅数は余り入工的でない撒で
あるため却って以る種の特別な研究材εして，最終相野以上に償値があるε思
ふからである。
　　　　　　　　　　　　第　　　　二　　　　i喪
　　　　　　最近年腿のヲノレフア氏太陽黒瓢暫定的相馬数
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　1925年1月以後は，望月の暫定ZF均値が前記二種類の雑誌に議表せられてみ
るのみであって，未だ最終相封着εしては嚢表されてみない。しかし，李均値
から最終値を算出する方法は明らかなのであるが，こNでは後に蓮べる或る目
的のナこめに第二表には暫定的ZF野里そのまN（即ち，ラルフア氏が自らチウリ
ヒでやつナこ齪測そのまX）ケ載せるこεにした。観測準宰相i封藪εは．ラルフ
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ア氏自身の観測ばかりでなく．氏の手許に諸所から報告される縮ての黒鮎報告
を総2F均して得られるものである。近い中に，ラルフア氏自身が何等かの形式
で此の近年の最終相乱数を嚢表する時を待って，本誌にも其れを韓卜したいε
思ってみる。ミにかく，上述の理由により，第一表ミ第二表こは直ちに凶事し
てみるものではない。
　第121頁の圖には，第一表の歎埴を紙面に連綿的に表はしナこ。之れは躍に一
覧するの便利上のこξであるQ
　　　　　　　　　　　　　　　（十一）
　ラルフ・ラルフア爾氏の太陽黒黙相封撒は，いろいろの意味に於いて嗜示に
富む声声である大膿ではあるが永い年月の間に太陽の愛動が如何なるものであ
るを見せるのには最も貴重な資料である。黒貼ε他の現象εの關係有無を研究
　第　二　衷　　　　第　四　衷
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するには必要旧くべからざる材料であ
る。しかし，ひろく學術の諸方面εの
響町問題は逆立にゆつるミして，今こ
判こは黒黙野地の週期そのものについ
て述べやう。
　相鮒籔の研究によって，ラルフ。ラ
ルファ雨氏は黒黙喉頭の極六の年を第
三表の如く定め，久，極小の年を第四
表の如く定めナこ⊃此等の前後の間隔を
・幽す・・一C，前蓮卿く11÷・1・…
ふ李均週期を得るのであるが，個々の
間隔そのものは相互に非常に大きな攣
動を見せてみる。
　此の黒黒占週期の研究については十九
世紀の末からいろいろの野土が手をそ
めてみる中にも英訳のAシュスタ1，
H，Hタ1ナ1六出の研究が最も有名
であり，我が日本の木村榮博士の研究
も廣く知られてみる。此等の入々は何
れも黒黒占週期が輩一なものではなく多
くの週期が重復してみる結果，圖に見
るやうな可なり不規則な曲線が現はれ
るのであるミ考へてるる。上記の冷々
が，研究の結果，獲表された所による
ミ，黒鮎の単動は下の如き多くの週期
を含んでみるεいふ。
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A．シユスタ1氏
　………年
　　13，5
　　11．lo．or
　　83，6
　　5．56
　　4．r（g
　　3．71
H．Hタ1ナ1氏
　　………年
　　14．63
　　11．41
　　10．22
　　8．36
木村榮氏
822年
16．59
13．5・　3
11ユ14
9．99
8．25
5．95
5．49
4．85
3．63
　シユスタi教授は，上記の週期の中で最も著しいものである11．125年，8．32
年僻の三二漏れも3措年の糸勺黙なってみるこ潮旨摘しt…ep
?
　　　　　　　　　　　　　11’i25　×　3　＝　33．375
　　　　　　　　　　　　　8．32　×　4　＝：＝　33．28
　　　　　　　　　　　　　4．77　×7＝33．39．
故に，太陽の憂動の根本週期は寧ろ33年鯨であらうεいふのがシユスタ1教授
の結論である。
　木村榮博士は，之れに給して，82年ざいふものが太陽週期の中では可なり著
しいεの説；を持ってるられる。
　Eころが，タ1ナ1教授は，太陽黒黒占週期εしては1貿F蝕の所謂テルフ週期
が箪に存在するのみで，他は皆数理的研究の方法上の副産物εして現はれたも
のに過ぎす，爾11年の週期そのものが，決して一定不愛のものではないミ考へ
てるる。郎ち氏の研究によれば，太陽黒総のZ｛三面週期なるものは
1766年以前にば
1766年から　1796年まで匡
1796年から　1838年まで［t
1838年から　186S年までば
1868年目ら　1895年まで（t，
1895年から後に
10’9年
9・37年
12・4年
11．6年
12．0年
13・3年
なのであって，此のzド均週期なるものが，1766年，1796年，1838年．1668年，1895
に突然εして攣化してみる。此れは全く太陽以外の或る現象が原因εなって此
うしナこ突嚢的攣動を黒鮎ZF均週期に起さしめるのであるεして，タiナ1氏は
此の原因を一種の流星群の存在に節しナこ。郎ち，こNに大丸11年はさの週期運
動をして太陽のまはりを動いてみる流星群が存在するE考へ，それが，更に今一
つの33年週期の流星群の引力によって干渉される結果，始めの流星群の魅道か
多少攣化する一一此うしナこ憂動し易い流星群からの流星が太陽面に落下する
爲，黒鮎が生するのである。εの説である此の説は1913年に嚢表されナこもので，
一慮巧みに黒黒占週期の牛馬を設明してみる。しかし，此の説の立て方に可なり
疑問があって，今では未だ之れが霧海に重きをなしてみるεは言へないっ（終）
